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売れ筋マザーボードの推奨事項

Eface‑88
従来の製品は、インテリジェントなAndroidメインボード、豊富な周辺機器制御インターフェース、および拡張アダプター

ボードであり、産業用制御インターフェースのニーズを完全に満たしています。この製品には、インテリジェントチャネル、イン

テリジェントゲート、インテリジェントアテンダントなどの分野で幅広いアプリケーションシナリオがあります。

この製品は、コアmicro rk3288チップ、cortex‑a17 4コアプロセッサ、およびAndroid7.1システムを使用しています。主な

周波数は最大1.8GHzで、超高性能です。Mali‑t764 GPUは、4Kおよびh.265ハードデコードをサポートするために使用されます。

（4Gモジュール）

（レギュラー）
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第1章システムの概要

1.1サーバーのインストール手順
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1.2アンインストール手順
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1.3ユーザーログイン

• EFaceの右下隅にある小さなアイコンをクリックしてインターネット接続をポップアップし、コピーボタンをクリックして、ブラウザ

の新しいWebページにURLを貼り付け、[Enter]ボタンをクリックしてローカルサーバーにアクセスします。

• アカウント。パスワードはadminです

• パスワードを忘れた場合は、[パスワードを忘れた場合]をクリックして取得してください。

1.4ホームページ

• ホームページ情報： ホームページをクリックすると、フェイスブラッシング時間の統計、オンラインおよびオフ

ラインの機器統計、今日の通常の交通量と発熱数の統計、昨日の出席統計、および現在の従業員、訪問者などの

リアルタイム統計を見ることができます。ページ。
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• 右上隅にある言語の切り替えボタンをクリックして、システムに表示されている現在の言語を切り替えます。現在、中国語

、英語、日本語、スペイン語、ポルトガル語、韓国語、繁体字中国語、さまざまなフォントをサポートしています。後でカ

スタマイズする必要がある場合は、引き続き外国語フォントを追加できます。
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第2章システム使用プロセス
2.1：グループ化の追加/編集

• 組織を右クリックして追加された機能をポップアップし、[追加]をクリックして、新しい部門組織を作成し、[編集]ボタンを

クリックして、ドットグループの名前を変更できます。

関数

2.2 ： 新入社員
• [従業員管理]‑[追加]ボタンをクリックします‑ダイアログボックスが表示されます。プロンプトに従って対応する情報を

入力し、[OK]をクリックします 。



EFace顔認識

7

2.3画像を追加する
• 人物の右側にあるフェイスマップをクリックします。ダイアログボックスが表示されます。プロンプトの手順に従って画像を選択し、

アップロードします 。

2.4 ： 人事異動
• 転送する担当者を選択し、[転送]をクリックして、転送するグループを選択し、[OK]をクリックします。 。
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2.5 ： 辞任
• 辞任する従業員を選択します‑[辞任]をクリックし、辞任関連情報を入力して、[OK]をクリックします 。

2.62.6 ： 人員の復職
• 辞任した従業員メニューで、辞任する従業員を選択し、[復帰]をクリックしてダイアログボックスを開き、プロンプトに

従い、[OK]をクリックしてポジションを復元します。 。
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2.7 ： バッチインポート担当者の操作
• 2.7.1 ： バッチテンプレートをダウンロードし、テンプレートのプロンプトに従って対応する情報を入力します

。 *は必須です

2.7.2 ： テンプレートをサーバーにインポートする

• バッチインポート担当者をクリックします‑インポートする部門を選択します‑プロンプトに従ってアップロードされたフ

ァイルを選択し、[OK]をクリックして操作を完了します 。 図番号に示すように、特定の操作手順
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2.7.3 ： 顔写真のバッチインポート

• [顔写真のバッチインポート]をクリックし、ダイアログボックスをポップアップして、インポートする組織を選択し、[ファイルの追加]をクリックして、インポートする画像を

選択し、[確認]をクリックします。

（注：正常にアップロードするには、画像名が名前または携帯電話番号である必要があります）•

2.7.4 ： 編集および削除する人

• 編集： 人事情報の右側にある[編集]ボタンをクリックして、リマインダーに従って編集および保存します
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• 削除： 退職した従業員インターフェイスで、削除する人を選択し、[削除]をクリックしてダイアログボックスを開き
、プロンプトに従って作業を削除します。

2.8 ： 訪問者管理
• 左側のメニューをクリックし、[追加]ボタンをクリックすると、入力情報ボックスがポップアップし、プロンプトに

従って関連情報を入力し、[OK]をクリックして訪問者を作成します。

訪問者を削除する
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• 左側のビジターメニューをクリックして削除するビジターを選択し、上部の削除ボタンをクリックすると確認

ダイアログボックスが表示され、「削除の確認」をクリックして選択したビジターの削除を完了します。

2.9 ： ブラックリスト

現在、ソフトウェアはブラックリスト操作をサポートしています。追加ボタンをクリックすると、ダイアログボックスがポップアップ表示され、プロ

ンプトに従って名前を入力し、画像情報を追加してから、ブラックリストを追加します

ブラックリストを削除する

リストから個人情報を選択し、上部のバッチ削除ボタンをクリックして、選択したブラックリストを削除します

•

•
•

• 2：退職した従業員は、ブラックリスト操作に直接設定できます。設定する人を選択し、クリックしてブラックリス

トに参加すると、黒をドラッグできます
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• ブラックリストを削除する

• リストから個人情報を選択し、上部のバッチ削除ボタンをクリックして、選択したブラックリストを削除します

第3章機器管理

3.1アクセス制御

デバイスを追加

• [アクセス制御管理]をクリックします‑ボタンを追加します‑ダイアログボックスをポップアップします‑プロンプトに従って関連情報を入力しま

す‑[OK]をクリックしてデバイスを作成します 。
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機器コマンド操作
• デバイスを選択します‑上部をクリックしてデバイスを再起動し、音量を調整し、アプリケーションを再起動し、リモートドアとそ

の他のコマンドを開きます‑プロンプトに従って、ポップアップダイアログボックスをデバイスからリモートで制御できます。

•

3.2交通記録

• ここでは、すべてのユーザーのアクセス記録を表示し、アクセス制御の任意の期間の開封記録、ドアの開封方
法、ユーザーの体温と部門、およびドアを開封した人、モバイル端末を正確に表示できます。カード、顔認識
、その他の関連情報をスワイプします。
管理者は、ユーザーの体温に応じて高温人口を迅速かつ正確にスクリーニングでき、アクセス情報、ドアの開
閉時間、開閉方法に応じてアクセス制御の回数をカウントすることもできます。ドア。ドアオープナーの年齢
、性別、その他のビッグデータ情報。群衆情報の背後にあるいくつかの関連サービスと広告操作を行います。

•
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• エクスポート：[エクスポート]をクリックして、ユーザーのアクセスレコードのすべての情報をエクスポートします。削除：削除するデータを確認して、[削除]を

クリックします。 。

3.3APKアップグレード
• （クラウドサーバーhttp://47.107.50.81:8085/start）。

• APKをダウンロードし、APKをクリックしてダウンロードすると、適切なバージョン管理で、リスト内のバージョンリストを表示できます。

[ダウンロード]ボタンをクリックすると、さまざまなバージョンのAPKをダウンロードしてインストールできます

• ファイルのアップロード：[ファイルのアップロード]をクリックし、[ファイルの追加]ポップアップボックスで[ファイルの選択]をクリックします‑ファイルの説明を追加します‑[OK]をクリックします

• アップグレード：部門を選択し、アップグレードするAPKファイルを確認して、[アップグレード]‑[OK]をクリックします
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• アップグレードの進行状況：アップグレードの進行状況ページに入ります。アップグレードの進行状況が100％の場合、アップグレードは成功

です

• バージョン管理ページに入ります。新しいAPKを追加し、アップロードされたAPKを編集してダウンロードします。

3.4パラメータ設定
標準設定

• ガードステータス、起動、ガード時間、およびパスワード設定を設定できます

顔のパラメータ

• マスク検出を開き、カメラの方向を設定し、距離を設定し、アルゴリズムの角度、プレビューの角度、顔のフレーム画像などを設定でき

ます
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小地区闸机システム 脚温度設定

• 温度測定周辺機器、シリアルポート、ボーレート、時間、補正を設定できます。

赤外線設定

• 赤外線カメラを自動的にオンにしたり、赤外線時間をオン/オフに設定したりできます

第4章出欠管理

4.1元の記録
• 元のレコードをクリックして、出席時間、部門、名前、位置、時間属性、およびその他の情報を表示します。
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4.2出席規則
• 追加：出席ルールをクリックし、追加してシフトタイプを設定します（通常、2シフトおよび3シフト）

• 遅い時間： 許可される遅い時間と早い休暇時間を設定できます

• 出席時間： 何時間の出席時間を1日に設定できますか

• シフト後の残業： シフト後の残業時間を残業時間として設定する

編集と削除

• 編集または削除するシフト定義情報を確認し、該当するボタンをクリックして操作してください
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4.3出席グループ
新着

• 編集または削除するシフト定義情報を確認し、該当するボタンをクリックして操作してください

4.4出席統計
• 部門出席統計の日次レポート： 出席統計をクリックし、出席時間に応じてクエリをクリックして、その

日の出席統計を表示します
• 部門出席統計月報： 出席統計をクリックし、出席時間に応じてクエリをクリックして、今月の出席統計

を表示します
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第5章カード発行管理

5.1カード管理
• カード管理は、公園の所有者のカードを管理するために使用されます。カードは、カードをスワイプしてドアを開くために

使用されます。ここでは、カードを追加、削除、変更、確認したり、カードにバインドされている所有者の担当者の関連情

報を表示したりできます。

•
•

追加： [追加]ボタンをクリックし、カード番号を入力して、[OK]をクリックします

テンプレートのダウンロード： ダウンロードテンプレートをクリックして、既存のカード番号、部門、その他のフォームデータをダウンロードしま

す

バッチインポート： 人事情報テンプレートはカード管理にインポートできます•
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第6章システム管理

6.1基本設定
• 基本設定をクリックし、ロゴ管理を入力し、アップロードをクリックして現在のロゴを置き換えます

訪問者のQrコード
• qrコードユーザースモールプログラムスキャンコード新しいビジター機能、ここで操作を追加、削除、変更、チェックするこ

とができます

6.2顧客管理
• このシステムは、マルチレベルのアカウント管理システムを採用しています。現在、アカウントは最大5レベル

、1レベルの管理、2レベルの管理、3レベルの管理、4レベルの管理に分けることができます。5つのレベルの各

レベルは、干渉や競合なしに独立して使用されます
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他のアカウントで。サーバーマルチユーザーモードは、ネットワークサーバーリソースの浪費を減らすために形成されます。こ

れは、ビッグデータの収集とアルゴリズムに役立ちます。

• 現在のアカウントでは現在の情報を管理するには不十分な場合は、アカウントの下に役割アカウントを割り当
てることができます。ロールアカウントと管理者アカウントは同じ管理権限を持っています

APP ID
• 顧客管理は、上級管理者によって提供されるAPPIDを追加します

• 変更する子ユーザーを選択し、[変更]をクリックして情報を変更します
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6.3システムログ
• 操作ログ： これには、顧客のすべての操作が含まれます。これは、すべての人の行動と関連する説明責任の操作を規制

するために使用されます 。

• 書き出す： ログのすべての操作情報をエクスポートするには、[エクスポート]をクリックします 。

• 実行中のログ： 機器またはシステムに異常がある場合、お客様はシステムエラーログまたは機器ログをここで開発者にエクス

ポートしてメンテナンスを行うことができます（以下を参照）。
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• 機器ログ： システム機器構成のインポートおよびダウンロード操作をサポート

6.4APKアップグレード
• メール設定： インターフェイスは、受信メールボックス、送信コンテンツ、イベント、送信者名を設定できます

• レコードの送信： [レコードの送信]をクリックして、電子メール送信のすべてのレコードを表示します
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第7章運用管理

7.1アクセス制御広告管理
• 広告を追加する：ステップ1： 「追加」ボタンをクリックしてポップアップウィンドウに入り（図1を参照）、関連情報を入力して「OK

」をクリックします。

• ステップ2： 操作の下にある[コンテンツ]ボタンをクリックして、材料追加インターフェイスに入ります（図2を参照）。

• ステップ3： [追加]ボタンをクリックして、マテリアルの追加インターフェイスをポップアップします。[ファイルのアップロード]をクリックし、マテリアルを見つけて、

[開く]をクリックします。または、既存の資料から必要な資料を選択します。[送信]をクリックします。

• （注：ファイルアップロード画像形式のサポート：PNG / JPG / GIF;ビデオ形式のサポートflv \ mp4 \ wmv \ AVI）

（（ 図 一）

（（ 図 二）

プログラムを配布するためのバインディングデバイス ：

• タスクを選択し、「バインド」ボタンをクリックしてデバイスを確認し、「OK」をクリックします。ダウンロードの進行状況が100％に

なるまで待ちます。プログラムは正常に配布されます。
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7.2アクセス制御アドバタイズメントクエリ
• [アクセス制御アドバタイズクエリ]をクリックし、デバイスにバインドされているすべてのタスクを表示するために表示する必要のあるデバイスを選択します。

7.3広告統計
• 「広告統計」をクリックし、表示する必要のあるデバイスを選択して、統計時間、タスク名、作成時間、マテリアル

名、ファイルタイプ、およびサムネイルを表示します。
端末。
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資材管理
• これは主に広告の背景資料の管理です。ここで直接資料を追加、削除、変更、および関連する手順を確認でき

ます。サーバーにアップロードされた画像やビデオを進めて、より便利な広告管理を行って基盤を築くことが
できます。

第8章機器終了
• 顔認識インターフェースは、組織のロゴ、グループ名、デバイス名、MACアドレスを表示できます

• 設定アイコンをクリックしてパスワードを確認してください。初期パスワードは 123456
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監督明书

8.1プロパティ設定
• 属性設定インターフェースには7つの機能があります。 サーバー接続、顔の設定、温度

測定設定、人事情報、通過記録、出席記録、音声設定、訪問者情報

• （出席記録：この機能を使用するには、ソフトウェア設定で一般設定の出席を開く必要があります）

サーバー接続

• デバイスのIPアドレスとポート番号は、上級管理者が提供できます
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顔のパラメータ設定

• 現在のハードウェア情報に従って構成プロパティを変更します

•
•
•
•

1 ： 単眼ライブ：開いた後、写真やビデオの認識を除外できます
2 ： 両眼生活：生体の検出には赤外線カメラが必要で、単眼よりも効果は正確ですが、認識速度が遅く、環
境要件が高くなります
3 ： 検出モード：検出モードをオンにすると、顔検出のみが実行され、認識は実行されません。つまり、
すべての結果は見知らぬ人になります
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• 4： フェイスフレームミラーリング：メインインターフェイスのフェイスフレームがフェイスミラーリングと一致しない場合

• 問題、あなたはこれを調整することができます

• 5： 生体のしきい値：値が高いほど、生体の要件が高くなり、パスが低くなります。
• 割合。逆に、合格率が高いほど、生物の必要量は低くなります。

温度測定設定

お使いのデバイスが温度測定機能をサポートしており、この機能が必要な場合は、現在の設定を構成してくださ
い

• 1 ： 温度測定時間：
一定時間の温度測定時間が検出されると、温度測定結果が表示されます。

2 ： 自動キャリブレーション：

異なる温度を補正するために異なる時間を設定し、温度測定の精度を向上させます
3 ： 有効温度：検出温度がこの温度より高い場合のみ、検出結果が表示されます。それ以外の場合は傍受されま
す。

•
•
•

•

人事情報

• [追加]ボタンをクリックして、人事情報をローカルに登録します
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アクセス記録

• アクセスレコードは、すべての担当者のアクセスレコード、モード、温度、時間、およびその他の情報を表示できます
。

• 「エクスポート」をクリックして、交通記録の関連情報をエクスポートします

訪問者情報
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• 来場者の基本情報を閲覧できます

8.2ソフトウェア設定
• プロパティ設定インターフェースには、一般設定、切り替えモード、タイミングスイッチのオン/オフ、画面の明るさ、音量

設定、パスワード変更、テスト設定、APKアップグレード、デバイス情報、終了ソフトウェアを含む10の機能があります

一般設定

• カードのスワイプ、出席、ドアの開放、人体誘導、見知らぬ人モードをオンにして、自分のニーズに応じてロー
カル情報関連の設定を保存できます
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•
•
•
•
•

1： 睡眠時間：

この時間内に顔を検出しない場合、端末は自動的にスリープスクリーンセーバーインターフェイスに入りま
す
2： 閉店時間：
ドアを開けてから自動ドアが閉まるのを遅らせる時間

スイッチモード

• 調整可能なネットワークモードとスタンドアロンモード

タイミングスイッチのオン/オフ

• 通常のオン/オフアイコンをクリックし、[追加]ボタンをクリックして、毎日または毎週の通常のオン/オフ時間を追加します。[クリア]をクリックして、

以前に設定したタイミングのオン/オフ時間をクリアします。

画面の明るさ

• 小さな円をドラッグし、[OK]をクリックして画面の明るさを調整します

音量設定

• 小さな円を調整したい位置にドラッグし、[OK]をクリックして音量を調整します

パスワードを変更する
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• 終了許可パスワードを変更する

APKアップグレード

• カードのスワイプ、出席、ドアの開放、人体誘導、見知らぬ人モードをオンにして、自分のニーズに応じて
ローカル情報関連の設定を保存できます

設備情報

• デバイスのバージョン、デバイス名、デバイス名、およびデバイス情報をクリックできます

8.3多言語スイッチング

言語の切り替え

• インターフェイスの設定‑音声設定、インターフェイスは次のとおりです
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• 1：言語選択をクリックして、システム言語選択インターフェースに入ります
• 最初の言語選択をクリックしてインターフェイスに入り、必要な言語を選択します

• 2：音声合成設定
言語選択の戻るボタンをクリックして、言語設定インターフェイスに入ります•
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• TTS出力をクリックします

• TTS出力をクリックして、Googleテキスト読み上げエンジンを選択します

背面のギア設定ボタンをクリックして、ボイススピーカー設定インターフェイスに入ります•

• クリック‑音声データパッケージをインストールし、対応する音声スピーカーを選択して、ダウンロード操作を
開始します
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8.4USBフラッシュディスクの取扱説明書

USBフラッシュディスクの下部にある会社情報を変更します
• ysFace.txtを作成するドキュメントの内容は次のとおりです。

{"会社"： "花果山"、
「部門」：「滝の洞窟」、
"deviceName"： "001"、

"logoName"： "ysFace.png"}

•
•
•

会社が会社になった後
部門が部門になった後、DeviceNameの後にdevic
eNameが続きます

LogoNmaeはロゴの名前で、ルートディレクトリUディスクに配置されたLOGO、LOGOファイルの下部を
変更するために使用されます

•

スクリーンセーバー（広告）インターフェースを変更するためのUSBフラッシュドライブ

• 0：USBフラッシュドライブがシステムのブートディスクを作成していないことを確認します

• 1：新しいフォルダefaceを作成します‑USBスティックのルートディレクトリにメディア

• 2：再生する必要のある画像またはビデオファイルをこのフォルダにコピーします
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•
•

デバイスを起動し、顔認識ソフトウェアを起動して、メインインターフェイスに入ります
4：USBフラッシュドライブをデバイスのUSBフラッシュドライブのインターフェイスに挿入すると、デバイス
は自動的にマテリアルファイルをデバイスメモリにコピーします
5：おめでとうございます。USBフラッシュドライブの変更のスクリーンセーバー操作が完了しました。•

8.5認証エラーコード参照表
• 注意： 通常、図（1）に示すように、お客様から次の写真が提供されるため、実質的な問題は見つかりません。

• 図に示すように、顧客がサーバーに接続したときにポップアップするメッセージプロンプトを優先してください
 （2）

図1 図2

エラーコード エラーの説明 和解条件

201 登録に失敗しました！ アフターセールス部門にお問い合わせください

アカウントの承認済みポイントの数が不足しているた

め、承認済みポイントを再度購入する必要があります

ファームウェアの再ブラッシング、再認証が必要

承認の背景に移動して、

202 認定ポイントが足りません！

203 ファームウェアのバージョンに一貫性がありません！

204 有効化されていません！
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デバイスMacと[アクティブ化]をクリックします

アフターセールス部門にお問い合わせください401 WRONG_REQUEST_CERTcert

403 LICENSE_BAD_NETWORK アフターセールス部門にお問い合わせください

405 残高不足です アフターセールス部門にお問い合わせください

501 LOCAL_CERT_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

502 HTTP_JSON_REQUEST_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

503 HTTP_JSON_PARSE_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

504 LICENSE_IO_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

505 LICENSE_ACTIVE_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

506 PROXY_CERT_REQUEST_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

507 PROXY_CERT_FILE_FORMAT_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

508 WRONG_CERT_RESPONSE_ERROR アフターセールス部門にお問い合わせください

Linuxサーバーの展開要件

構成が必要

環境
理科

版 ポート 説明する

JDK

Tomcat

1.8

8.5 / 8.0

— — 説明環境変数を構成する必要があります

実際のニーズに応じてポートを変更できます

1.実際のニーズに応じてポートとパスワードを変更できます （デ
フォルトのパスワードは弊社にお問い合わせください）

2.大文字と小文字を区別しないdatabase1を設定してくださ

い。環境変数を構成する必要があります

8899

Mysql 5.6 / 5.7 3306

FFmpeg 4.1以降 — —
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提供する必要があります

• データベースインストールディレクトリ（どのMySQLコマンドによって取得されるか）
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